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[研究] 

科研費基盤（Ｃ）による成果物として、編著書『中小企業の法務と理論』を公刊した。 

医師の働き方に関して、小論を１本公表し、学会報告を１件、行った。 

 

[教育] 

高等司法研究科「労働法演習」（春～夏学期）、「労働法応用」（秋～冬学期）において、教員表彰を受けた。 

法学研究科において博士前期課程・博士後期課程の学生５名の指導を行い、１名が修士、１名が博士の学位を取得し、それぞれ

修了した。 

昨年に引き続き、共通教育のオムニバス講義（「現代の差別を考える－女性学・男性学）に協力した。 

 

[管理運営］ 

平成30年8月まで、副理事（男女協働推進オフィス員）として、大学の男女協働推進業務に尽力した。 

 

[社会貢献］ 

日本労働法学会の理事として学会運営に携わり、平成30 年5 月以降は学会誌編集委員長も務めている。 

日本社会保障法学会の理事として、学会運営のほか、平成30 年の大会シンポジウムを担当した。 

厚生労働省、法務省、大阪労働局等から依頼を受け、業務に従事した。 

 

[特記事項］ 

副理事（男女協働推進オフィス員）として、文部科学省科学技術人材育成費補助事業ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ

（索引型）の中間評価に向けた報告書作成等に従事した。中間評価の結果は「Ｓ」であった。 
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